
No. 68 y> 

交通事故相談日 法律相談日

~.b~ 
8月22日(火〕 8月17日(木〉

‘ 
市役所第1会議室

10時~ 15時
市役所市民桔談室

係なくだのる書べさ類いく事を故ど持に参関
日時30分~15時 .... 
お気軽にどうぞ
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ボールを追いかけるこどもたち

後く;としく…

県下で唯一の

真夏の太陽のもと、ゴーノレをめがけて走り、ける、

キーパーが横っ飛びに防ぐ、 休む間もない攻防が続い

てボーノレがゴーJレに飛びこんだ。

乙のようにして、こどもたちの体力がつくられ強い

精神力と協力の精神が養われます。

植松町内会(会長永田光雄世帯数385)ではこども

たちの健全育成を目標に今年1月乙ども会(会長長崎

勇一会員250名)にサッカ一部(部長柴田公平部員23

名)を結成し、以来週3回の練習に汗を流して全国大

会の県予選に出場し、惜敗しましたが、 乙ども会単独

のチームとしての健闘は高く評価され、乙どもたちに

大きな自信を与えました。現在市内にはスポーッ少年

団チームとして福重と言泉寮があり、近く昭和通りに

放虎チームが誕生する予定です。

こども会サッカ一部
.......~...‘......‘・・・・・・‘.....~.-‘~_.. ・b・・・4・・ー・・・・・・・・・‘-..--

植松こども会
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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(2) 

圃

福
祉
年
金
の
一--&.
部
を
支
給

圃•••••• 
戦
争
公
務
は
中
尉
ま
で

市政だより

こ
の
た
び
国
民
年
金
の
一

部
改

正
に
よ
り
普
通
思
給

・
扶
助
料
受

給
者
の
福
祉
年
金
(
老
齢
)
の
一

部
支
給
、
お
よ
び
戦
争
公
務
に
も

と
づ
く
年
金
受
給
者
ま
た
は
そ
の

遺
族
の
人
は
十
月
か
ら
中
尉
ま
で

老
齢
福
祉
年
金
の
満
額
支
給
や
本

人、

扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
額

満・

額・

支

給・

な
ど
も
い
く
ぶ
ん
緩
和
さ
れ
て
い

ま
す
。
て

つ

ぎ
に
該
当
す
る
人
は
年
金

請
求
の
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ

さ、。ω中
尉
以
下
の
戦
没
者
の
遺
族
の

人
凶
普
通
思
給

・
扶
助
料
な
ど
の
年

金
額
が
六

O
、
0
0
0
円
以
下

の
人

間
手
続
き
を
す
る
と
乙
ろ

保
険
年
金
課
年
金
係

凶
持
参
す
る
も
の

印
か
ん
・
公
務
扶
助
料

・
普
通

思
給

・
扶
助
料
証
書
ま
た
は
保

管
証

vvvvv"vvvvv、 .................e""...."".，... ..，..，'"‘ ‘ ‘ ‘ ‘ 

災害を受けたとき j
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税 の減免

手続きを
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八

--

日

{ま

『

市

民

交

通

安

全

+ 

月

二
、
所
得
制
限
限
度
額

四
十
七
年
五
月
か
ら

制

限

度

額!

本所母

子

福

祉

年

金

本
人
の
所
得

|所務扶

人者養

のf皐得の義

限

三
八
O
、
0
0
0円

一、

一
三

O
、
七
五

O
円

一
、
三
二
三
、
六
二
五
円

一
、
五

一
八
、
六
二
五
円

実耳

十
月
か
ら
引
き
上
げ

正

定

め集

町
内
の
一

般
家
庭
か
ら
出
る
不

三、

四
O
O円

二
、
九

O
O
円

燃
物
は
、
必
ず
定
め
ら
れ
た
収
集

三
、
年
金
額

(月
額
)

以
後
挟
養
親
族

一
名
増
す
ご
と
に
二
二
五
、

0
0
0円
を
加
え
る
額

種老
齢
福
祉
年
金

障
害
福
祉
年
金

母
子
福
祉
年
金

改
三
、
三

O
O円

五
、
0
00
円

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 四
、
三

O
O円

不

燃

物

の

持

ち

出

し

は

日
の
前
日
の
午
後
か
ら
当
日
の
午

前
八
時
ま
で
に
集
積
所
に
持
ち
出

の
1

日』
り

れ

た

日

積

所

r¥ 

す
よ
う
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

集
積
所
の
周
囲
は
い
つ
も
き
れ

い
に
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

一
登
録
免
許

税

一

一

土
地
を
買
っ
た
り
家
を
建

一

~
て
た
り
し
た
と
き
は
、
所
有
一

…
権
に
つ
い
て
登
記
を
し
ま
す

-

一

が
、
そ
の
登
記
の
際
に
か
か

-

一

る
税
金
が
登
録
免
許
税
で
す
。

一

-

税
率
は
売
買
に
よ
る
所
有

-

一
権
移
転
の
場
合
は
不
動
産
価

一
格
の
五
窃
新
築
家
屋
の
所
有

一

一
権
保
存
登
記
の
場
合
は
不
動

一

~
産
価
格
の
0
・
六
箔
で
す
。

-

一
一
マ
イ
ホ
ー
ム
一
一

一
一
と
税
金
一
一

一

乙
の
不
動
産
価
格
は
、
原
一

一
則
と
し
て
市
役
所
な
ど
に
備

一

一
え
で
あ
る
固
定
資
産
課
税
台

-

一
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
評
価

一

一
額
に
よ
る
乙
と
に
な
っ
て
い

一

一
ま
す
。

-

-
な
お
、

個
人
が
新
築
し
た

一

一

住
宅
の
保
存
登
記
や
、
新
築

一

-
の
建
売
住
宅
の
所
有
権
移
転

一

一
登
記
で
、

一
定
の
要
件
に
あ
一

一
て
は
ま
る
も
の
は
、

そ
れ
ぞ

一

一

れ
税
率
が
0
・一

勿
に
な
り

-

一

ま

す

。

一



昭和47年8月15日
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ばい菌カ旬、っぱい

;⑨ 
0.0手を洗う習慣を 0.0

手
は
、

ば
い
菌
が

、げ
つ
J
I
品
川

l

l
l
 

つ
い
て
お

り
ま
す
。

食
事
の
前

や
外
出
か

ら
帰

っ
た

時
は
必
ず

石
け
ん
な

ど
で
手
を

洗
う
習
慣

を
つ
け
ま

'レ
ょ
・つ
。

赤
痢
菌
は
、
口
か
ら
は
い
る
伝
染

病
で
す
。

体
力
が
強
い
聞
は
た
と

え
菌
が
は
い

っ
て
も
発
病
し
ま
せ

ん

(
俗
に
い
う
健
康
保
菌
者
)
が

体
力
が
弱
ま
る
と
発
病
し
ま
す
。

りおおむ市政だより(3) 

、，、..，.、，町..，.、J、層向、，、"""声

「事業所統計調査に=1
ーご協力をーl

九
月
一
日

は、

全
国
い

っ
せ
い
に
事

業
所
統
計
調

査
が
行
な
わ

れ
ま
す。

乙
れ
は
国

勢
調
査
と
な

ら
ぶ
国
の
も

っ
と
も
基
本 と

つ
さ

の

時

に
避
け
ら

れ

ま

す

か

特
に
、
小
さ
い
こ
ど
も
さ
ん
や
お

と
し
よ
り
の
か
た
は
体
力
が
弱
い

の
で
発
病
し
や
す
い
。

夏
は、

病
気
に
対
す
る
抵
抗
力

が
弱

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

飲
物

食
物
に
は
最
善
の
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。
チ
ラ
シ
に
も
書
い
て
お

り
ま
す
が
、
冷
蔵
庫
に
頼
り
す
ぎ

る
の
は
危
険
で
す
。

井
戸
水
を
使
用
の
家
庭
で、

水

が
に
ど
っ

た
り
、

ほ
か
に
不
審
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
め
に
大
村

保
健
所
で
水
質
検
査
を
受
け
、

万

全
の
処
置
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
七
月
に
、
一

家
五
人
の
患
者

が
出
て
お
り
ま
す
。
年
少
者
を
お

持

ち
の

家
庭
で
は
、

こ
ど
も
さ

ん
の
身
辺
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注

意
し
、
明
る
い
家
庭
生
活
を
営
み

ま
し
ょ
う
。

的
な
統
計
調
査
で、

事
務
所、

工

場
、
営
業
所、

飲
食
庖、

旅
館
、

映
画
館
を
は
じ
め
、

駅
、
学
校
、

病
院
、
寺
院
に
い
た
る
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
事
業
所
が
そ
の
対

象
と
な

っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は、

経
営
組
織
、

事
業
内
容
な
ど
で
す
が
そ
れ
に
よ

っ
て、

都
道
府
県
市
町
村
ご
と
の

事
業
所
数
、
従
業
者
数
の
規
模
や

あ

り

が

と玖

'つ

そ

の

運

転

で

島

青

年

団

玖
島
青
年
団
(
田
中
芳
幸
団
長

以
下
二
十
五
名
)
で
は
、
日
ご
ろ

か
ら
青
年
団
の
集
会
活
動
の
場
と

し
て
大
村
市
中
央
公
民
館
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら

が
自
分
た
ち
の
集
会

の
場
を
美
し
く
し
よ

，つが
と
い
う
こ
と
で
去
る

七
月
十
六
日
午
前
十

時
か
ら
、
せ
っ
か
く

そ
の
産
業
別
構
成
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
す
の
で
、
い
わ
ば
、
日
本
の

産
業
の
見
取
図
を
つ
く
る
統
計
調

査
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
乙
の
調
査
か
ら

つ
く
ら
れ
る
統
計
は
、
国
、
都
道

府
県
や
市
町
村
で
の
経
済
施
策
、

地
域
開
発
計
画
、
都
市
計
画
、
国

・
県
民
所
得
の
推
計
、
地
方
交
付

税
の
算
定
な
ど
の
た
め
に
欠
く
こ

の
日
曜
日
を
返
上
し

団
員
そ
ろ
っ
て
大
村

市
中
央
公
民
館
の
清

掃
に
汗
の
奉
仕
を
し

て
、
昼
食
を
共
に
し

午
後
は
懇
談
会
を
開

い
て
解
散
し
ま
し
た

と
の
で
き
な
い
基
本
的
な
資
料
と

し
て、

た
い
へ
ん
重
要
な
も
の
で

す
。な
お
、
乙
の
調
査
で
知
り
得
た

と
と
が
ら
は
、

統
計
を
つ
く
る
目

的
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
申
告
者
の

不
利
益
に
な
る
よ
う
な
乙
と
に
使

わ
れ
る
乙
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ど
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
自
発
的
青
年
の
奉
仕
に
関
係

者
は
す
っ

か
り
感
激
し
て
い
ま
し

た
。

患者さんに

一美しい庭園を

名号ぜ 名~病院-'-
J.L 市

み
ど
り
と
桧
の
あ
る
明
る
い
環

境
づ
く
り
を
行
な

っ
て
い
る
市
立

病
院
は
院
内
庭
園
を
中
心
に
こ
の

た
び
整
備
を
行
な
い
ま
し
た。

特
に
院
内
に
あ
る
池
に
は
滝
な

ど
を

つ
く
り
少
し
で
も
冷
風
を
と

の
乙
こ
ろ
み
で
す
。

患
者
さ
ん
を
は
じ
め
来
院
す
る

か
た
が
た
に
と

っ
て
、
い
乙

い
の

場
所
が
ふ
え
た
と
た
い
へ
ん
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

絵

の

寄

贈

も

並
松
郷
大
野
力
氏
か
ら
、
高
価

な
絵
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

市

立
病
院
で
は
さ

っ
そ
く
院
内
廊
下

に
飾
り
、
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
来

院
す
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

尾
崎
院
長
は

「
ほ
ん
と
う
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
患
者
さ
ん

に
家
庭
の
味
を
す
こ
し
で
も
と
い

う
乙
と
で
み
ど
り
と
絵
の
あ
る
環

境
、つ
く
り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が

こ
の
よ
う
な
好
意
が
ど
れ
だ
け
患

者
さ
ん
を
勇
気
づ
け
る
乙
と
で
し

ょ
う
。
」
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。夏

は
電
気
事
故

の
多
い
と
き

夏
は
暑
さ
に
よ
る
疲
労
、
気
の

ゆ
る
み
な
ど
で
電
気
事
故
が
多
く

発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う。

⑨
電
柱
の
ぼ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

⑨
テ
レ
ビ
ア
ン

テ
ナ
な
ど
を
扱
う

と
き
は
電
線
に
注
意
し
ま
し
ょ

・っ。
⑨
電
線
の
近
く
で
飛
行
機
あ
そ
び

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
切
れ
た
電
線
に
は
さ
わ
ら
な
い

で
、
す
ぐ
九
州
電
力
へ

ど
連
絡

く
だ
さ
い
。
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(4) 市政だより

お

し

ら

せ

注
射
と
検
診

-
乳
幼
児
お
よ
び

妊

婦

検

診

実施月日|実施場所 | 実施時間 | 

9月1日i萱瀬出張所 I9:30-11:00 

9月8日|竹松出張所 !9:30~1110IrJ 1:l>: 1.I.JJ~rJ1 113:00"'15:00 

9月12日|鈴田出張所 19:30-11:00 

9月羽田|三浦診療所 I9:30-11:00 

9月19日!福重出張所 19:30-11:00 

9月29日|松原出張所 113:30-15: 00 

募

集

-
長
崎
県
美
術
展
覧
会

作

品

募

集

会
場
お
よ
び
会
期

九
月
十
五
日

t
二
十
四
日

長
崎
県
立
美
術
博
物
館

出
品
部
門

日
本
画
・
南
画
〈
墨
画
)
・
洋
画

彫
塑

・
工
芸
・
書
・
デ
ザ
イ
ン

写
真

出
品
資
格

県
内
居
住
者
で
、
満
十
六
歳
以

上
の
者
。

出
品
点
数
お
よ
び
制
限
'

各
部
一
人
三
点
以
内
で
、
自
作

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

出
品
料
一
点
に
つ
き
五
百
円
。
申
込
撮

入
と
同
時
に
納
入
す
る
。

出
品
申
込
と
搬
入

九
月
一
日

I
九
月
三
日

午
前
十
時

i
午
後
六
時

長
崎
県
立
美
術
博
物
館

へ。

審
査
発
表

九
月
九
日
(
土
)
県
展
事
務
局
で

な
お
本
人
あ
て
に
も
通
知
す
る

要
項
お
よ
び
申
込
用
紙

市
社
会
教
育
課
に
準
備
し
て
お

市
制
初
周
年
記
念

『
あ
な
た
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
』

入

場

者

募

集

入
場
ご
希
望
の
か
た
は
、
次

の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を

:">--園、

片 明
道記
はじ
がて
、きく

はだ
無さ
効い
で。

す

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
乙
と

は
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

-
鳥
類
保
護
運
動
の

標

語

募

集

内
容
簡
明
で
語
調
よ
く
、
自
然

の
中
の
野
鳥
を
保
護
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
。

応
募
方
法
官
製
ハ

ガ
キ
に
「
野

鳥
保
護
標
語
」
と
し
、
一
枚
一

句
を
記
載
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、

職
業
を
明
記
。
(
学
生

は
学
校
名
、
学
年
も
記
載
)

締
切
九
月
三
十
日
ま
で

送
付
先
東
京
都
渋
谷
区
南
平
台

町
八
l
二
O

〒
一
五

O

財
団
法
人
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

申
込
先

長
崎
市
西
坂
町

一
ノ

N
H
K
長
崎
放
送
局

「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
係

締
切

八
月
二
十
三
日
(
木
)

当
日
消
印
有
効

公
開
録
画

九
月
六
日
(
水
)

午
後
六
時
間
演

会
場

大
村
市
民
会
館

出
演
歌
手

水

原

都

は

る

み

デ
ュ

l
ク
・
エ
イ
セ
ス

か
ず
み
あ
い

弘

イ'

-
改
造
自
動
車
の
操
作

訓
練
受
講
者
を
募
集

市
内
居
住
の
身
体
障
害
者
で
、

お
お
む
ね
左
記
に
該
当
さ
れ
る
か

た
は
無
料
で
受
講
の
う
え
運
転
免

許
の
取
得
が
で
き
ま
す
の
で
、
九

月
五
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

付
片
上
肢
切
断

(
た
だ
し
一
部
手

指
切
断
は
除
く
〉
お
よ
び
全
廃

伺
片
上
肢
切
断
お
よ
び
全
廃
ま
た

は
股
闘
に
強
直
の
あ
る
一
部
の
者

同
両
下
肢
の
切
断
お
よ
び
全
廃

講

習

会

-

園

芸

講

座

日
時
八
月
二
十
五
日
、
九
月
一

目
、
九
月
八
日
の
三
回

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

場
所
中
央
公
民
館

人
員
四
十
名

内
容
初
心
者
の
「
洋
ら
ん
の
育

て
方
」
に
つ
い
て

講
師

岡
村
正
久
氏

受
講
料
無
料

申
込
み
八
月
二
十
三
日
ま
で

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
勤

務
先
を
記
入
し
て
、
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
大
村
市
中
央
公
民
館

電'

大
村
市
久
原
郷

一
の
一

電
話

。
l
四
三
二
一

-
く
ら
し
の
一
日
教
室

テ
l
マ
く
ら
し
の
こ
と
全
域
に

関
す
る
も
の

日
時

八
月
か
ら
定
期
的
に

毎
週
木
曜
日

午
前
十
時
か
ら

十
二
時
ま
で

場
所
長
崎
駅
前
、
交
通
産
業
ビ

ル
四
階
、
県
生
活
セ
ン
タ
ー
内

受
講
料
無
料

※
申
込
み
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

ス
ポ
ー
ツ

-
少
年
柔
剣
道
練
成
大
会

主
催
大
村
市
連
合
防
犯
協
会

日
時
八
月
二
十
六
日
午
前
十
時

場
所
市
民
体
育
館

出
場
者

柔

道

中

学
二
年
生
以

上

剣
道

小
学
生
お
よ
び
中
学
生
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